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セプテーニグループがインターネット事業を開始したのは

2000年。その後、インターネットは人々の生活に広く深く浸透

するとともに、あらゆる産業に変革をもたらし、今や社会にな

くてはならない情報インフラとなりました。同時にインター

ネット広告市場も急拡大し、日本の広告市場において最大規

模の広告メディアとしての地位を確立しつつあります。このよ

うな社会の変化、市場の拡大とともにセプテーニグループも

成長を続けてまいりました。

（DM事業など） （デジタルマーケティング事業、メディアプラットフォーム事業）

売上高・営業利益の推移

従来事業 インターネット事業

2000年からの売上高・営業利益の年平均成長率

売上高 約15%　営業利益 約14%

2000年9月期売上高

49億円

2020年9月期売上高

765億円
2000年9月期営業利益

1.8億円

2020年9月期営業利益

24.5億円
（注）2000年9月期は日本基準、2020年9月期はIFRSに基づく数値を記載しています。

15.6倍

13.6倍

変化に対応し、成長する力
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1994年		電話回線を経由したダイヤルアップ
接続開始

1995年	Windows	95が発売開始

1999年		携帯電話でメールの送受信やウェブペー
ジの閲覧を可能にしたiモードが誕生

2001年		ADSLの普及により家庭内ネット環境
に通信の高速化と低価格化

2004年以降
Facebook、	mixi、YouTube、
Twitterなどのソーシャルメディア
が次々と誕生

2008年		iPhone	3Gが発売開始
	 	リーマンショックが引き金となり、金融工学の

プロがインターネット市場に流入
2011年	LINE	サービス開始

1994 ～ 1998 1999 ～ 2003 2004 ～ 2007 2008 ～ 2013 2014 ～

ソーシャルメディアの黎明期。
既存のメディアとクロスさせた
広告の試み

いつでもどこでもインターネット。
広告手法は多様化

（アフィリエイト、リスティング広告）

インターネットが
広く一般消費者まで普及。
バナー広告の時代

アドテクノロジーの進化。
“広告枠を買う”から“情報にリーチする
人数を買う”という概念へ

インターネット広告費は2桁成長を続け、 
モバイル広告が市場の拡大を牽引
コロナ禍において、デジタルシフト、DXが加速度的に進む

2017年		日本の広告費においてインターネット広告がテレビ広告に迫る
2019年		日本の総広告費におけるインターネット広告の構成比がテレ

ビメディアの構成比を上回る



デジタルマーケティング事業

メディアプラットフォーム事業

新たな事業セグメント

コア
バリュー

当事者意識が
高く起業家精神
あふれる人材

豊富な人材
データベースと
テクノロジー

アプリケーション（事業領域）	>>	Page.20-23

CSR	、コーポレート・ガバナンス >>	Page.31-35

セプテーニグループの最も重要な資産は人材です。

当事者意識が高く起業家精神あふれる人材を採用し、豊富な人材データベースとテクノロジーを活用して、最適配置・育成を行うことで、ひとりひとりが自然体で最大限のパフォーマンスを発揮でき

るように取り組んでいます。そして、固有の企業文化（つよく・やさしく・おもしろく）を通して、時代の少し先にある新しいビジネス（アプリケーション）を創出し、さまざまなステークホルダーや産業をエ

ンパワーすることで、ミッションである「ひとりひとりのアントレプレナーシップで世界を元気に」の達成を目指しています。

OS（セプテーニグループの強み）	>>	Page.24

MISS ION

ひとりひとりの
アントレプレナーシップで

世界を元気に

つよく、やさしく、おもしろく。
>>	Page.25-27

価値創造モデル
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人々のエネルギーやエモーションを
独自のテクノロジーと組み合わせる
ことで、個々の能力を拡張させ、事業
を通じて人と産業をエンパワーする
など、これまでにない新たな価値を産
業界に提供していきます。これからも、
社員が当事者意識を高く持ち社会と
関わり合いながら、より良い未来づく
りに貢献していきます。

産業・社会の
大きな変化
•	産業全体のDX
•	価値観の多様化
•	多様な社会課題
•	AI等の技術革新

ドメインの拡張 >>	Page.18

潜在市場の創造
成長分野や社会課題にいち早く着目し、
潜在的な市場を創造する集団が新たな
ビジネスを生み出す

社会への提供価値

事業を通じて
人と産業を 

エンパワーする

株主への
利益還元

ユーザの
QOL向上

顧客ビジネスの
成長

協力会社との	
相互発展

従業員の	
働きがい向上




